
天守閣事例一覧表　※詳細は各事例整理資料を参照してください

岸和田城 小田原城 松江城 岡崎城 大垣城 福知山城

天守閣 復興天守 復興天守 現存天守 復興天守 模擬天守 復元天守

建設時期 昭和29年(1954)11月 再建 昭和35 年(1560)５月 再建 慶長16年(1611) 昭和34 年(1959)３月30 日 再建 昭和34 年(1959)４月 再建 昭和61年(1986)11月 復元

所在地 大阪府岸和田市岸城町９-１ 神奈川県小田原市城内 島根県松江市殿町１-５ 愛知県岡崎市康生町561-１ 大垣市郭町２-52 京都府福知山市字内記5 

構造
鉄筋コンクリート造
地上３階建

鉄筋コンクリート造
地下１階・地上５階建

木造
地下１階・４重５階建

鉄筋コンクリート造
３層５階建

鉄筋コンクリート造
地下１階・地上４階建

鉄筋コンクリート造
３層４階建

延面積 915.4㎡ 1822.752㎡ 1784㎡ 873㎡ 580.3 ㎡ 963.2 ㎡

展示内容 検討中 主に小田原城に関わる展示
建物自体の解説、松江城に関係する実物
資料の展示

岡崎城の歴史に関する展示 大垣城、関ケ原合戦に関する展示
初代城主明智光秀や歴代藩主に関する展
示

展示方法 検討中

・壁に直接グラフィックを落とし込ん
　だ展示
・パネル展示
・垂れ幕による展示
・床面を利用した展示
・映像による展示

・実物資料の展示
・建物の構造を見せる展示

・実物資料の展示
・パネル展示
・ビジオラマ（立体模型＋映像）

・実物展示とパネルによる解説
・実際に触ることができる展示
　（レプリカ）
・ジオラマ
・映像展示
・小スペースでのパネル展示
・アニメ映像の利用
・モニター展示
・関ケ原合戦関係の統一パネル
・歴史資料の販売（受付）
・来訪者参加型の展示

・柱と柱の間に展示ケースを置く展示
・人形を使った展示
・柱に直接パネルを設置する展示
・シティーセールスに関する展示

周辺文化施設

〈二の丸広場観光交流センター〉
　天守閣との役割交換を検討中
〈岸和田だんじり会館〉
　岸和田だんじり祭についての
　展示
〈きしわだ自然資料館〉
　岸和田を中心とした大阪南部・
　泉州地域の自然に関する展示
〈まちづくりの館〉
　岸和田城周辺の歴史・見所の
　案内
〈自泉会館〉
　文化芸術に関する事業への
　展示室やホールの貸し出し

〈ミュージアムショップ〉※天守閣内
　小田原の名産品や天守閣図録等の
　販売
〈常盤木門〉
　1 階：甲冑着付け体験
　2 階：常盤木門SAMURAI 館
〈小田原城歴史見聞館NINJA 館〉
　風魔忍者をモチーフに据えた、触れ
　るアイテムやデジタル技術を活用し
　た参加・体験型の展示
〈銅門〉
　毎週土・日曜日および祝日に内部の
　特別公開

〈武家屋敷〉
　松江藩士の生活空間を再現した展示
〈松江歴史館〉
　城下町文化に焦点をあてた展示

〈三河武士のやかた家康館〉
　家康公の出生から天下統一までと
　三河武士達に関する展示

〈郷土館〉
　歴代大垣藩主戸田公の関連資料や
　美術品等の展示
〈奥の細道むすびの地記念館〉
 ［芭蕉館］
　『奥の細道』に関する展示
 ［先賢館］
　 大垣市ゆかりの先賢に関する展示
 ［観光・交流館］
 　大垣市と西美濃地域の観光情報の
 　紹介
〈大垣公園〉
　複合遊具や芝生広場などがある都市
　公園

〈佐藤太清記念美術館〉
　佐藤太清画伯及び門下の作品の展示
〈ゆらのガーデン〉
　７つの店舗と約1000 ㎡の芝生広場
　を有する公園型複合施設

管理・運営体制

◇観光課
・天守閣、二の丸広場観光交流セ
　ンターの管理
　（指定管理者制度による管理）
◇郷土文化課
・天守閣内の展示、収蔵品の管理
◇水とみどり課
・岸和田城庭園(八陣の庭)の管理

◇文化財課
・史跡指定地全体の保存・管理・整備
◇小田原城総合管理事務所
・小田原城址公園(本丸・二の丸周辺)
　の日常管理
・馬出門・銅門など小田原城址公園に
　所在する施設の日常管理・運営
・小田原城天守閣・常盤木門SAMURAI
　館など公有地施設の運営
◇一般社団法人小田原市観光協会
　（指定者管理制度）
・小田原城天守閣、常盤木門SAMURAI
　館、小田原城歴史見聞館NINJA 館の
　管理
◇経済部観光課
・小田原北條五代祭りなど小田原城址
　公園で行われる各種観光イベントの
　管理・運営

◇産業観光部観光施設課、
　NPO 法人松江ツーリズム研究会
　（指定管理者制度）
・日常管理全般
・来訪者対応等
◇教育委員会文化財課文化財係
・文化財保護関連
◇教育委員会文化財課資料編纂室
・城郭の研究

◇文化振興課
・岡崎城の管理
・三河武士のやかた家康館の管理
◇公園緑地課
・岡崎公園の管理

◇教育委員会文化振興課
・天守閣や櫓等の建造物の管理
・大垣城郭でのイベント等の開催
 （公園みどり課と調整）
・天守閣内での展示計画、展示作成
・奥の細道むすびの地記念館での展示
　管理
・大垣市内の歴史施設10 館の管理
 （直営）
◇公園みどり課
・大垣公園の管理
◇商工観光課
・天守閣内での展示（教育委員会のみ
　での費用捻出が難しい場合）
・奥の細道むすびの地記念館の管理
 （指定管理）
・大垣市観光協会との連携（観光手形
　の発行やボランティアガイドの実
　施）

◇文化スポーツ振興課
・天守閣（銅門番所を含む）と石垣の
　管理
◇都市・交通課
・福知山城公園の管理
◇産業観光課
・ゆらのガーデンの管理
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岸和田城 小田原城 松江城 岡崎城 大垣城 福知山城

耐震診断の有無 有(令和元年度(2019)実施) 有(平成元年度(1989)実施)
有(平成23年度(2011)
　　～平成25年度(2013)実施)

有(平成17年以前実施) 有(平成７年度(1995)実施) 無

耐震改修 検討中

・耐震スリット補強
　【約2,000,000円】
・耐震ブロックによる耐震壁の設置
　(32 箇所)

※　補強前Is値　0.29～0.79
　→補強後Is値　0.71～0.93

・鉄骨フレームの設置
・格子壁の設置
・小屋裏への筋交い(鋼製ブレース)
　の取り付け
・附櫓内部石垣への補強架構の取り
　付け
・天守閣石垣の耐震性能、耐震対策に
　ついての検討
　(３Ｄレーザー測量、光波測量、
 　デジタルゲージによる簡易測量)

・RC 補強壁の設置
・添壁補強

※補強後目標Is値0.75

－ －

耐震補強等の
費用

検討中 － 基本計画段階総事業費 39,912,800円

総事業費　29,084,000円
 (内訳：耐震診断 2,424,000円
　　　　実施設計 1,756,000円
　　　　撤去工事 4,305,000円
　　　　耐震補強工事23,023,000円)

－ －

展示改修 検討中

〈平成28 年(2016)〉
　耐震改修に伴う展示リニューアル
　・展示ケースの導入
　・空調の導入

－ －

〈平成13年度(2001)〉
・大垣城天守展示改修工事
　【29,400,000 円】
〈平成27年度(2015)〉
・展示改修事業【1,267,000 円】
　(映像制作［310,000 円］、
　 展示改修業務［957,000 円］)
〈令和元年度(2019)〉
・２階常設展示(歴代藩主)の
　リニューアル【560,000 円】
　(イラスト制作［330,000 円］、
 　パネル製作［230,000 円］)

〈平成30 年度(2018)〉
・郷土資料館内装改修工事
 【10,431,720 円】
・郷土資料館換気設備更新工事
 【3,439,800 円】
・郷土資料館非常灯ほか改修工事
 【2,467,800 円】
〈令和元年度(2019)〉
・パネルリニューアル委託業務
 【449,350 円】
・展示ケース等修繕【1,672,000 円】
・高圧受電設備改修工事
 【11,925,100 円】
・ライトアップリニューアル委託業務
 【4,471,038 円】
・移動式エアコン購入
 【1,870,000 円】
・福知山城パンフレット多言語版印刷
 【947,808 円】
・展示資料運搬業務委託
 【1,312,950 円】
〈令和２年度(2020)〉
・移動式エアコン購入
 【2,310,000 円】
・図録作成・増刷【6,347,550 円】
・ミュージアム展示移設委託
 【1,246,300 円】
・体温測定カメラ購入【472,230 円】

その他改修

・天守閣入口への段差解消機の
　設置
・天守閣内へのエレベーターの
　設置

〈平成28 年(2016)〉
・避雷針の更新(景観配慮)
・外壁の補修、漆喰の塗り直し
・石垣に隣接する木々の移植
・瓦の点検
・破損品の交換、銅線による補強

－ －

〈平成21年度(2009)～22年度(2010)〉
・天守閣、乾隅櫓改修工事
 【217,350,000円】
・天守閣避雷針設置工事ほか
 【1,339,000円】

－
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